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で
き
る
。

　

ベ
ッ
ド
回
り
を
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
空
間
と

し
て
体
験
す
る
コ
ー

ナ
ー
（
写
真
）
を
は

じ
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ

ス
に
「
つ
る
べ
ー
Ｆ

セ
ッ
ト
」
を
設
置
し
て
、
実

際
に
お
湯
を
は
っ
て
浴
槽
に

つ
か
り
浮
力
や
吊
ら
れ
心
地

を
体
験
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
ほ
か
に
、
車
い
す
ご
と

吊
り
上
げ
て
移
動
で
き
る
Ｇ

セ
ッ
ト
や
ト
イ
レ
で
の
排
泄

を
可
能
に
す
る
Ｕ
セ
ッ
ト
な

ど
も
あ
る
。

　

転
倒
を
防
止
し
な
が
ら
歩

行
練
習
が
可
能
に
な
る
安
全

懸
架
装
置
４
機
種
や
、
ト

レ
ッ
ド
ミ
ル
と
安
全
懸
架

装
置
の
組
み
合
わ
せ
、
ま
た

「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
タ
ー

ン
テ
ー
ブ
ル
」（
ロ
ボ
ッ
ト
）

な
ど
、
天
井
取
り
付
け
レ
ー

ル
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
「
当
社
の
全
リ
フ
ト
を
体

験
し
て
も
ら
え
る
。
要
介
護

に
な
っ
て
も
心
豊
か
に
安
全

で
安
心
し
て
生
活
の
で
き
る

在
宅
環
境
を
め
ざ
し
て
、
病

院
で
使
わ
れ
て
い
る
リ
フ
ト

を
実
際
に
体
験
で
き
る
。
病

院
や
施
設
な
ど
に
お
い
て

も
、
在
宅
復
帰
の
練
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
組
み
込
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
、
森
島
勝
美

会
長
も
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
積

極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と

話
し
て
い
る
。

　

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
見
学
や

利
用
は
同
社
（
愛
知
県
一

宮
市
東
島
３
―
36
、
☎
０

５
８
６
・
71
・
６
１
５
１
、

メ
ー
ルinfo@moritoh.

co.jp

）
ま
で
。

モ
リ
ト
ー  

本
社
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
完
成

リ
フ
ト
と
安
全
懸
架
装
置
勢
ぞ
ろ
い

学
校
・
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
現
場

の
睡
眠
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

パラマウントベッド

ア
タ
ム
技
研

専
用
機
器
で
福
祉
用
具
を
早
く
、き
れ
い
に

洗
浄
効
率
高
め
、限
ら
れ
た
人
材
活
か
す

日
本
の
ベ
ッ
ド
も
高
品
質
メ
ン
テ
で
提
供

職
員
の
負
担
な
く
車
い
す
の
清
潔
保
持

改善サポート実施
前後の睡眠データ

アプリに表示され
る個別の睡眠状態

◆社会福祉施設向けBCP策定のポイント《オンライン》
日①4月14日（金）13:30～14:30、②4月18日（火）
10:00～11:00、③4月18日（火）16:00～17:00
会Zoomによるオンライン
主吉岡マネジメントグループ
内①BCP・業務継続計画の基礎知識と策定メリット
②BCPの基本的な考え方と策定時のポイント③サー
ビス種別のBCP事例と職員研修
講同社コンサルティング部部長・三上茂樹氏
￥無料
問同社（☎011-644-8988）
申同社（FAX011-612-3717）

◆2024年制度・報酬改革の最新動向と定期巡回・随
時対応サービスの開設運営の実際《東京》
日4月14日（金）13:30～16:30
会コリドースクエア銀座7丁目2階（東京都中央区）
主保健・医療・福祉サービス研究会

内同研究会コンサルタント・田中潔氏の「2024年制
度・報酬改革の最新動向と失敗のない定期巡回・随時
対応サービスの開設の進め方」、同研究会コンサル
タント・山本八寸代氏の「定期巡回・随時対応サービ
スの効果的な運営とその取り組みの実際」、両氏に
よる全体質疑・討論
￥2万6,400円、会員割引あり
問同研究会（☎03-6823-8700、e-メールinfo@hifsk.co.
jp）
申同研究会（FAX03-6823-8701）

◆入浴動作・排泄動作の評価とアプローチ 《オンラ
イン》
日4月20日（木）20:00～22:00
会オンライン
主Work Shift
内▽入浴動作の基礎知識と評価▽入浴動作のアプロ
ーチ▽排泄動作の基礎知識と評価▽排泄動作のアプ

ローチ
講在宅リハビリテーション&ケアスクール講師（理
学療法士）・波野優貴氏
定先着30人
￥2,000円
問・申同社（URL https://horcs.com/archives/seminar_
blog）

◆高齢者介護に役立つ感染予防と対策について 《オン
ライン》
日4月25日（火）10:30～15:30
会オンライン
主かながわ福祉サービス振興会
内▽感染の3要素▽感染防止対策の基本▽高齢者施
設の特殊性▽普段からの感染予防の具体策▽消毒薬
の使用上の注意▽感染症発生時の対策▽新型コロナ
ウイルスの予防と対応▽インフルエンザの予防と対
応▽さまざまな感染症とその対応
講済生会川口総合病院感染管理師長・千葉礼子氏
￥8,000円、会員7,000円
問・申同会（☎045-210-0788、FAX045-671-0295）

◆介護技術の基本～移動・移乗技術の実践～ 《横浜》
日4月27日（木）10:00～16:00
会ウィリング横浜（横浜市）
主かながわ福祉サービス振興会
内▽介護技術の基本姿勢▽ボディメカニクスの基本
原理▽人間の自然な身体の動き障害や関節可動域等

の理解▽移動・移乗技術の実践（起き上がり、寝返り、
車いす・ベッド間の移乗介護）
講神奈川県介護福祉士会副会長・川原俊一郎氏
￥1万円、会員8,000円
問・申同会（☎045-210-0788、FAX045-671-0295）

◆認知症予防の担い手となる「MCI専門士」資格講座 
《オンライン》
日5月20日（土）、6月17日（土）、いずれも10:00～
17:30
会オンライン（Zoomを利用）
主日本認知症予防協会
内同協会認定の「MCI専門士」資格取得講座。認知症
の前段階、MCI（軽度認知障害）の段階で早期に発
見し、適切に対応することで、認知症の発症を遅ら
せ健康寿命を伸ばせる可能性がある。「MCI専門士」
は、MCIをはじめ、認知症・認知症予防・ビジネスへ
の活かし方など、誰でも基礎から分かりやすく学べ
る専門資格。▽MCIの啓蒙▽MCI早期発見の推進▽
認知症予防活動の推進▽認知症予防ビジネスの推
進、展開――に知識を活かせる。
￥2万2,000円
問同協会事務局（☎06-6195-8646、FAX06-4805-8687、
e-メールinfo@mci-j.com）
申同協会事務局（URL https://www.mci-j.com/、☎06-
6195-8646）
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凡例 日 日時　会 会場　主 主催　内 内容　講 講師
　　　定 定員　￥ 受講料　問 問合せ　申 申込み

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、イベントが延期・中止される
場合があります。詳細については、各イベントの主催者にご確認ください。

２
日

22
年
の
交
通
事
故
死
最
少
２

６
１
０
人　

自
転
車
乗
車
中
は
３
３
６

人　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
し
で
致
死
率
倍
以

上
　

警
察
庁
の
ま
と
め
で
は
、
22
年
の
交

通
事
故
死
者
数
は
２
６
１
０
人
（
前
年

比
▲
26
人
、
▲
１
・
０
％
）、
う
ち
高
齢

者
は
１
４
７
１
人（
同
▲
49
人
、
▲
３
・

２
％
）
で
と
も
に
過
去
最
少
。
状
態
別

で
は
歩
行
者
が
最
も
多
く
９
５
５
人

（
同
14
人
増
、
１
・
５
％
増
）、
次
い
で

自
動
車
乗
車
中
が
８
７
０
人
（
同
10
人

増
、
１
・
２
％
増
）。
自
転
車
乗
用
中
が

３
３
６
人（
同
▲
23
人
、
▲
６
・
４
％
）

で
、
13
年
の
５
９
５
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
傾
向
に
あ
る
が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
非

着
用
の
場
合
の
致
死
率
が
約
２
・
６
倍
。

死
傷
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
は
９
・

９
％
で
、
年
代
別
で
は
中
学
生
39
・
１

％
、
小
学
生
25
・
０
％
だ
が
、
高
齢
者

は
３
・
６
％
で
低
か
っ
た
。
４
月
か
ら

す
べ
て
の
自
転
車
利
用
者
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
る
。

・
実
質
賃
金
、
１
月
は
４
・
１
％
減　

８

年
８
カ
月
ぶ
り
の
減
少
幅
、
物
価
高
が

響
く

　

厚
労
省
が
発
表
し
た
１
月
分
の
毎
月

勤
労
統
計
調
査（
速
報
）で
、
物
価
の
影

響
を
考
慮
し
た「
実
質
賃
金
」は
前
年
同

月
比
４
・
１
％
減
少
し
た
。
減
少
幅
は

消
費
増
税
直
後
の
14
年
５
月（
４
・
１
％

減
）
以
来
、
８
年
８
カ
月
ぶ
り
の
大
き

さ
。
減
少
は
10
カ
月
連
続
で
、
１
人
あ

た
り
の
現
金
給
与
総
額
は
27
万
６
８
５

７
円
。
同
０
・
８
％
増
え
た
が
、
消
費

者
物
価
指
数
は
同
５
・
１
％
増
と
物
価

上
昇
率
が「
名
目
賃
金
」の
伸
び
を
上
回

る
状
態
が
続
い
て
い
る
。

９
日　

特
殊
詐
欺
、
少
年
の
検
挙
数

が
増
加　

３
割
強
は
中
高
生　

22
年

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
に

か
か
わ
っ
た
と
し
て
昨
年
、
警
察
に
逮

捕
・
書
類
送
検（
検
挙
）さ
れ
た
20
歳
未

満
の
少
年
は
４
７
７
人
で
、
前
年
よ
り

44
人（
10
・
２
％
）増
。
４
年
ぶ
り
の
増

加
。
警
察
庁
の
ま
と
め
。
成
人
を
含
む

昨
年
の
検
挙
人
員
の
19
・
３
％
を
少
年

が
占
め
、
そ
の
割
合
は
前
年
よ
り
１
・

１
pt
上
昇
。
少
年
４
７
７
人
の
内
訳

は
、
無
職
が
２
０
７
人
と
最
多
で
、
高

校
生
１
３
１
人
、
有
職
89
人
、
中
学
生

26
人
、
専
門
学
校
生
な
ど
13
人
、
と
続

く
。
中
高
生
で
全
体
の
32
・
９
％
、
１

５
７
人
を
占
め
た
。
役
割
別
で
は
、
被

害
者
か
ら
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
受
取
る「
受
け
子
」が
73
・
２
％
。

14
日　

昨
年
の
小
中
高
生
自
殺
者
数
、

５
１
４
人
で
過
去
最
多　

全
年
代
は
２

年
ぶ
り
増

　

厚
労
省
は
、
22
年
に
自
殺
し
た
小
中

高
生
の
人
数
に
つ
い
て
、
統
計
を
と
り

始
め
た
１
９
８
０
年
以
降
で
最
も
多
い

５
１
４
人
だ
っ
た
と
発
表
。
小
中
高
生

の
自
殺
を
年
代
別
に
み
る
と
、
小
学
生

が
17
人
で
、
中
学
生
は
１
４
３
人
、
高

校
生
は
３
５
４
人
だ
っ
た
。
全
て
の
年

代
を
合
わ
せ
た
自
殺
者
数
は
、
前
年
比

８
７
４
人
増
の
２
万
１
８
８
１
人
で
、

２
年
ぶ
り
に
増
加
。
男
性
が
１
万
４
７

４
６
人（
同
８
０
７
人
増
）で
13
年
ぶ
り

に
増
加
。
女
性
は
７
１
３
５
人
（
同
67

人
増
）と
３
年
連
続
増
加
。

・
第
26
回
ケ
ア
マ
ネ
試
験
、
10
月
８
日

に
実
施　

結
果
発
表
は
12
月
４
日

　

来
年
度
の
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
は
、
今
年
の
10
月
８
日

（
日
）に
実
施
さ
れ
る
。
例
年
通
り
10
月

の
第
２
日
曜
日
。
厚
労
省
が
公
式
サ
イ

ト
に
掲
載
し
た
。
都
道
府
県
の
受
験
申

込
み
の
受
付
け
は
５
月
に
も
始
ま
る
。

合
格
者
の
発
表
は
12
月
４
日
の
予
定
。

16
日

が
ん
の
10
年
生
存
率
53
・
３

％
、
国
が
ん
セ
ン
タ
ー

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
10
年

に
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
人
約
34
万
人
の

10
年
生
存
率
が
53
・
３
％
だ
っ
た
と
す

る
集
計
結
果
を
公
表
。
主
な
種
類
別
で

は「
甲
状
腺
乳
頭
濾
胞
が
ん
」91
・
０
％
、

「
前
立
腺
が
ん
」84
・
３
％
、「
女
性
乳
が

ん
」83
・
１
％
で
８
割
を
超
え
た
の
に
対

し
、「
膵
臓
が
ん
」５
・
４
％
や「
小
細
胞

肺
が
ん
」５
・
８
％
で
低
か
っ
た
。
14
〜

15
年
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
約
94
万
人

の
５
年
生
存
率
は
、
全
体
で
66
・
２
％

だ
っ
た
。

17
日　

大
学
生
の
就
職
内
定
率
90
・
９

％
に
回
復
、
前
年
比
１
・
２
pt
上
昇

　

今
年
３
月
の
大
学
等
卒
業
予
定
者
の

２
月
１
日
現
在
の
就
職
内
定
率
は
前
年

同
期
比
１
・
２
pt
上
昇
の
90
・
９
％
だ
っ

た
。
厚
労
省
と
文
科
省
が
公
表
。
男
女

別
で
は
男
子
90
・
１
％
（
同
１
・
８
pt
上

昇
）、
女
子
91
・
８
％
（
同
０
・
４
pt
上

昇
）。
08
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以

降
で
４
番
目
に
高
い
水
準
に
回
復
。
文

系
・
理
系
別
で
は
文
系
90
・
５
％（
同
１
・

４
pt
上
昇
）、
理
系
92
・
８
％
（
０
・
５

pt
上
昇
）。

・
良
い
方
向
に「
医
療
・
福
祉
」25
・
３
％

で
ト
ッ
プ　

前
年
よ
り
５
・
６
pt
低
下

　

内
閣
府
調
査

　

内
閣
府
が
「
22
年
社
会
意
識
に
関
す

る
世
論
調
査
」
を
公
表
。
日
本
の
状
況

に
つ
い
て
、
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い

る
分
野
に「
医
療
・
福
祉
」を
挙
げ
た
人

が
25
・
３
％
で
、
27
分
野
で
最
高
だ
っ

た
。
16
年
以
来
年
連
続
の
ト
ッ
プ
だ

が
、
前
年
よ
り
５
・
６
pt
低
下
し
た
。

男
女
別
で
は
男
25
・
１
％
、
女
25
・
５
％

と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
年
齢
別
で

は
70
歳
以
上
が
36
・
８
％
と
最
高
で
、

40
歳
代
が
17
・
９
％
と
最
も
低
か
っ
た
。

悪
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
分
野
で

は
、「
物
価
」が
70
・
５
％
で
最
も
高
か

っ
た
。
前
年
比
32
・
６
pt
上
が
っ
た
。

23
日　

東
京
都
内
の
高
齢
化
率
22
・
67

％　

65
歳
以
上
人
口
は
初
の
減
少

　

東
京
都
は
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ

く
65
歳
以
上
の
割
合（
高
齢
化
率
）が
１

月
１
日
時
点
で
22
・
67
％
だ
っ
た
と
発

表
。
過
去
最
高
と
な
っ
た
22
年（
22
・
79

％
）を
０
・
12
pt
下
回
っ
た
。
高
齢
者
人

口
は
初
め
て
減
少
。
15
〜
64
歳
の
生
産

年
齢
人
口
は
３
年
ぶ
り
に
増
加
。
総
人

口
は
１
３
８
４
万
人
で
前
年
比
約
４
万

７
０
０
０
人
増
え
、
２
年
ぶ
り
の
増

加
。
年
代
別
で
は
65
歳
以
上
が
約
５
８

０
０
人
減
の
３
１
３
万
人
、
15
〜
64
歳

の
生
産
年
齢
人
口
は
約
７
万
２
０
０
０

人
増
の
９
１
４
万
人
、
０
〜
14
歳
は
約

２
万
人
減
の
１
５
６
万
人
。

24
日　

虐
待
を
受
け
た
障
が
い
者
、

養
護
者
か
ら
２
０
０
４
人
で
過
去
最
多

　

職
員
か
ら
９
５
６
人　

21
年
度

　

厚
労
省
は
、
障
が
い
者
に
対
す
る
虐

待
の
実
態
を
把
握
す
る
調
査
の
結
果
を

公
表
。
21
年
度
の
１
年
間
に
養
護
者
か

ら
虐
待
を
受
け
た
障
が
い
者
は
２
０
０

４
人
で
、
前
年
度
か
ら
２
２
６
人
増
え

て
過
去
最
多
を
更
新
。
男
性
が
33
・
５

％
、
女
性
が
66
・
５
％
。
障
が
い
別
で

は
、
知
的
障
が
い
45
・
７
％
、
身
体
障

が
い
18
・
３
％
、
精
神
障
が
い
41
・
７
％

な
ど
。
虐
待
者
は
男
性
64
・
８
％
、
女

性
35
・
２
％
で
父
が
25
・
１
％
、
母
が

23
・
１
％
、
夫
が
16
・
８
％
、
兄
弟
が

10
・
９
％
な
ど
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
職
員
か
ら
の
虐
待
を
受
け
た
障
が
い

者
は
、
９
５
６
人
。
男
性
が
66
・
４
％
、

女
性
が
33
・
６
％
。
障
が
い
別
で
は
、

知
的
72
・
９
％
、
身
体
16
・
５
％
、
精
神

15
・
３
％
な
ど
。
虐
待
者
は
、
生
活
支

援
員
37
・
２
％
、
世
話
人
10
・
５
％
、
管

理
者
９
・
３
％
な
ど
で
、
正
規
職
員
が

52
・
１
％
を
占
め
た
。

27
日　

高
齢
者
施
設
の
ク
ラ
ス
タ
ー

減
少
続
く

　

厚
労
省
は
、
３
月
27
日
ま
で
の
１
週

間
の
高
齢
者
施
設
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

数
は
52
件
と
公
表
。
３
週
前
か
ら
１
０

７
件
、
96
件
、
74
件
、
52
件
と
推
移
し
、

13
週
連
続
減
少
を
続
け
て
い
る
。
▽
医

療
機
関
は
53
件
、
37
件
、
30
件
、
19
件

▽
障
が
い
者
福
祉
施
設
は
４
件
、
４

件
、
３
件
、
７
件
▽
児
童
福
祉
施
設
は

６
件
、
３
件
、
１
件
、
２
件
―
―
と
い

ず
れ
も
減
少
に
向
か
っ
て
い
る
。

月
間
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

3
月

　地域において、日常生活支援や介護予防サービスの
提供体制構築に向けた取組みの支援・推進を目的とす
るコーディネーター。生活支援体制整備事業として、
情報共有・連携強化の場である協議体とともに各自治
体へ配置されている。主な役割は、地域に不足してい
るサービスの創出や生活支援の担い手を養成する資源
開発と、関係者間の情報共有や連携体制づくりを行う
ネットワーク構築。市町村全域が対象の第1層、日常
生活圏域が対象の第2層にエリアが分かれている。雇
用形態や職種等は問わず、市町村や地域包括支援セン
ターとスムーズに連携して活動することが求められ
る。老健事業の調査によると、21年度時点で専任の
生活支援コーディネーターを配置している市町村は
「第1層」52％、「第2層」49.6％。

生活支援コーディネーター

　

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド

（
東
京
都
江
東
区
、
木
村
友

彦
社
長
）
は
１
月
か
ら
、
学

校
法
人
海
陽
学
園
・
海
陽
中

等
教
育
学
校
（
愛
知
県
蒲
郡

市
、
西
村
英
明
校
長
）
と
共

同
で
、
同
校
生
徒
を
対
象

に
、
学
習
や
部
活
動
の
成
績

　

モ
リ
ト
ー
（
愛
知
県
一
宮

市
、石
田
和
彦
社
長
）
で
は
、

こ
の
ほ
ど
本
社
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
が
完
成
。
同
社
の
リ
フ
ト

「
つ
る
べ
ー
」
と
安
全
懸
架

装
置
を
展
示
し
、
在
宅
や
施

設
の
環
境
で
リ
フ
ト
体
験
が

向
上
を
目
的
と
し
た
、
睡
眠

改
善
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
組

を
行
っ
て
い
る
。

　

約
３
カ
月
間
、
生
徒
に
睡

眠
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

提
示
し
、
行
動
変
容
を
促
す

こ
と
で
、睡
眠
の
質
を
高
め
、

学
習
や
部
活
動
の
成
績
向
上

に
つ
な
げ
る
。

　

生
徒
は
ま
ず
、
同
社
の
睡

眠
計
測
セ
ン
サ
ー
と
専
用
ア

プ
リ
で
自
身
の
睡
眠
状
態
を

確
認
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ

の
睡
眠
の
課
題
に
合
わ
せ
た

改
善
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

就
床
時
間
や
食
生
活
な
ど
生

活
習
慣
を
改
善
す
る
。
最
後

に
、「
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ

ド
睡
眠
研
究
所
」
の
ス
タ
ッ

フ
が
、
改
善
ア
ド
バ
イ
ス
実

施
前
後
の
睡
眠
デ
ー
タ
の
比

較
と
、
学
習
効
果
等
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
踏
ま

え
、
睡
眠
改
善
に
よ
る
効
果

検
証
や
生
徒
へ
の
個
別
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
。

　

生
徒
の
睡
眠
デ
ー
タ
を
基

に
、
睡
眠
と
学
習
・
運
動
な

ど
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
分

析
を
深
め
、
学
習
効
果
向
上

や
健
康
の
維
持
・
増
進
を
目

指
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
同
社
で
は
、
３

月
23
日
よ
り
、プ
ロ
野
球「
埼

玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
」
と
選

手
の
睡
眠
サ
ポ
ー
ト
に
関
す

る
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
を
締

結
。
同
球
団
の
若
獅
子
（
わ

か
じ
し
）
寮
に
入
寮
し
て
い

る
新
人
・
若
手
選
手
を
中
心

に
、
同
社
の
睡
眠
計
測
セ
ン

サ
ー
で
呼
吸
数
、
心
拍
数
、

体
動
な
ど
を
測
定
し
、
そ
の

後
、
同
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ

が
、
睡
眠
課
題
に
合
わ
せ
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
ほ
か
、

毎
月
１
回
、
各
選
手
の
睡
眠

を
分
析
し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
こ
と
で
、
睡
眠
改
善

の
取
組
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

３
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

行
い
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
選
手

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に

つ
な
げ
て
い
く
。

す
」で
は
、

ア
ー
ム

部
を
41
㎝

と
、
高
齢

者
の
肘
か

ら
手
の
長

さ
に
合
わ

せ
た
寸
法

を
採
用
。

肘
か
ら
手

ま
で
置
け

る
た
め
、立
ち
あ
が
り
の
際
、

安
定
性
を
確
保
で
き
る
。
ま

た
、
グ
リ
ッ
プ
上
面
が
緩
や

か
な
楕
円
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
肘
を
置
き
バ
ラ
ン
ス
も

取
り
や
す
い
。

　

販
売
価
格
は
６
万
２
０
０

０
円
（
税
抜
）。
介
護
保
険

の
対
象
商
品
。

　

ま
た
、「
リ
ラ
イ
フ
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
」
で
は
、
４
月
１
日
よ

り
、
樹
脂
ボ
ー
ド
タ
イ
プ
を

発
売
。
木
製
ボ
ー
ド
で
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
、
樹
脂

ボ
ー
ド
で
実
現
さ
せ
た
。

　

ヘ
ッ
ド
ボ
ー
ド
に
収
納
ス

ペ
ー
ス
を
作
り
、
標
準
サ
イ

ズ
の
箱
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
リ
モ

コ
ン
、
眼
鏡
な
ど
が
収
納
可

能
に
。
ベ
ッ
ド
周
り
の
整
理

が
で
き
、
背
上
げ
時
に
物
を

落
と
す
心
配
も
な
く
な
る
。

棚
は
着
脱
可
能
で
、
ホ
コ
リ

な
ど
が
た
ま
っ
て
も
清
掃
が

し
や
す
く
衛
生
面
に
も
配
慮

し
て
い
る
。

　

頭
側
・
脚
側
の
ボ
ー
ド
上

部
に
、
手
の
平
が
フ
ィ
ッ
ト

し
や
す
い
凹
み
を
設
置
。
ま

た
、
安
定
感
の
あ
る
ハ
イ

ロ
ー
フ
レ
ー
ム
を
採
用
し
て

い
る
た
め
、
伝
い
歩
き
を
し

た
際
に
体
重
を
掛
け
て
も
、

全
く
揺
れ
な
い
構
造
で
、
手

す
り
と
し
て
も
安
心
し
て
利

用
で
き
る
。

　

問
合
せ
は
同
社
（
☎
０
４

８
・
４
７
５
・
３
６
６
１
）

ま
で
。

ランダルコーポレーション

「リライフNEXT」
ベッド用手すりと
樹脂ボードタイプ追加

　

ラ
ン
ダ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
埼
玉
県
朝
霞
市
、

岡
島
正
和
社
長
）
は
、
同
社

の
在
宅
向
け
新
型
介
護
ベ
ッ

ド
「
リ
ラ
イ
フ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」

用
に
、「
Ｘ
Ｂ
ベ
ッ
ド
グ
リ
ッ

プ
」
を
追
加
し
た
。
従
来
の

ベ
ッ
ド
用
グ
リ
ッ
プ
「
う
ご

け
ば
ー
ぁ
」
シ
リ
ー
ズ
の
良

さ
は
そ
の
ま
ま
に
、
①
設
置

が
簡
単
②
安
全
性
の
高
い
機

構
③
自
立
を
促
す
ア
ー
ム
部

―
―
な
ど
の
特
長
を
追
加
さ

せ
て
い
る
。

　
「
①
設
置
が
簡
単
」
で
は
、

着
脱
し
や
す
い
「
マ
ウ
ン
ト

ロ
ッ
ク
機
構
」を
採
用
。ア
ー

ム
部
分
は
45
度
刻
み
で
４
段

階
に
調
節
が
可
能
。「
②
安

全
性
」
で
は
、
事
故
が
多
い

ロ
ッ
ク
の
か
け
忘
れ
な
ど
を

軽
減
で
き
る
「
自
動
ロ
ッ
ク

機
構
」
を
採
用
。
ロ
ッ
ク
部

分
に
衣
類
が
引
っ
掛
か
る
心

配
も
な
い
。「
③
自
立
を
促

　

ア
タ
ム
技
研
（
愛
知
県
扶
桑
町
、
丹
羽
平
社
長
、
☎
０
５
８

７
・
92
・
１
１
６
１
）
は
、
独
自
開
発
の
ガ
ス
燃
焼
技
術
を
活

か
し
、
高
い
洗
浄
・
乾
燥
能
力
を
も
つ
福
祉
用
具
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
機
器
を
開
発
・
製
造
・
販
売
す
る
。
福
祉
用
具
事
業
者
や
介

護
施
設
で
は
、
質
の
高
い
福
祉
用
具
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
提
供

し
よ
う
と
、
同
社
の
機
器
を
活
用
し
て
い
る
。
実
際
に
機
器
を

活
用
し
て
い
る
事
業
者
・
施
設
に
取
り
組
み
を
聞
い
た
。

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

　

レ
ン
タ
ル
卸
大
手
の
パ
ラ
マ
ウ

ン
ト
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
（
東
京
都
墨

田
区
、
太
田
幸
男
社
長
）
は
、
昨

年
11
月
に
開
設
し
た
「
厚
木
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
」（
神
奈
川

県
厚
木
市
）
で
、
ア
タ
ム
技
研
の

機
器
を
導
入
し
て
い
る
。

　

約
９
７
０
０
㎡
と
同
社
最
大
ク

ラ
ス
の
同
セ
ン
タ
ー
は
、
千
葉
県

山
武
市
に
あ
る
セ
ン
タ
ー
と
と
も

に
、
関
東
エ
リ
ア
の
用
具
メ
ン
テ

特
養「
和
楽
ホ
ー
ム
」

（
東
京
都
青
梅
市
）

　

東
京
都
青
梅
市
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
和
楽
ホ
ー
ム
」（
社

会
福
祉
法
人
博
仁
会
）は
、シ
ョ
ー

ト
含
め
て
定
員
１
２
９
床
の
大
規

模
施
設
。

　

同
施
設
で
は
、
都
の
補
助
金
を

活
用
し
シ
ル
エ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
見

守
り
セ
ン
サ
ー
を
導
入
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
守
り
な
が
ら
訪
室
の
要

否
が
判
断
で
き
、
夜
勤
職
員
の
見

守
り
業
務
の
負
担
が
大
幅
に
軽
減

し
て
い
る
。

　

介
護
業
務
環
境
の
改
善
を
進
め

る
中
で
、
入
所
者
１
２
０
人
の
う

ち
約
80
人
が
使
う
車
い
す
の
清
潔

韓
国
シ
ニ
ア
研
究
所

（
韓
国
・
ソ
ウ
ル
）

　

韓
国
・
ソ
ウ
ル
に
あ
る
「
韓
国

シ
ニ
ア
研
究
所
」
は
、
同
国
の
介

護
保
険
制
度
で
福
祉
用
具
レ
ン
タ

ル
・
販
売
事
業
な
ど
を
展
開
す
る
。

　

同
社
は
「
ス
マ
イ
ル
シ
ニ
ア
」

の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、
訪
問
系
サ
ー

ビ
ス
を
中
心
に
、
全
国
に
約
70
拠

点
展
開
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
よ
り

も
事
業
運
営
で
自
立
性
の
あ
る

「
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
」
と
い
う
形

で
事
業
を
拡
げ
て
い
る
。

　

他
に
直
営
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

４
カ
所
運
営
す
る
ほ
か
、
昨
年
か

ら
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
も
直
営
で

始
め
た
。

　
「
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
保
つ
に
は
、

自
社
で
洗
浄
・
消
毒
で
き
る
体
制

ナ
ン
ス
を
担
う
。
同
エ
リ

ア
の
物
流
効
率
を
高
め
て

Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
を
図
る

と
同
時
に
、
災
害
時
な
ど

で
の
事
業
継
続
に
向
け
た

役
割
も
果
た
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
用
具
を
載

せ
た
カ
ゴ
台
車
を
前
面
か
ら
入
れ

背
面
か
ら
出
せ
る
、
パ
ス
ス
ル
ー

型
の
洗
浄
機
３
台
と
、
フ
ァ
イ

バ
ー
系
・
ウ
レ
タ
ン
系
な
ど
異
な

る
素
材
の
マ
ッ
ト
レ
ス
を
２
枚
同

時
に
洗
浄
・
脱
水
で
き
る
機
器
、

マ
ッ
ト
レ
ス
乾
燥
機
、
車
い
す
車

保
持
が
新
た
な
課
題
と
し
て
挙

が
っ
た
。

　
「
当
施
設
で
は
、
居
室
の
担
当

の
介
護
職
員
が
車
い
す
を
洗
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
実
際
に

は
、
そ
の
時
間
を
確
保
す
る
の
は

難
し
い
」
と
宮
澤
良
浩
施
設
長
。

　

居
室
の
清
掃
や
ベ
ッ
ド
メ
イ
ク

は
４
年
ほ
ど
前
に
、
介
護
職
員
の

業
務
か
ら
外
し
、
専
従
の
パ
ー
ト

職
員
に
任
せ
て
い
る
。「
車
い
す

の
洗
浄
も
介
護
業
務
か
ら
切
り
分

け
た
い
が
、
人
件
費
の
問
題
も
あ

る
。
効
率
的
に
で
き
る
方
法
を

色
々
調
べ
た
結
果
、
ア
タ
ム
技
研

の
洗
浄
機
に
行
き
着
い
た
」
と
宮

澤
施
設
長
は
振
り
返
る
。

　

昨
年
秋
に
同
社
へ
問
合
せ
た
上

が
必
要
だ
と
考
え
、
今
年
２
月
に

ソ
ウ
ル
市
南
部
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に

業
界
最
大
の
首
都
圏
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
」
と
同

社
の
イ
ム
・
キ
ジ
ュ
ン
専
務
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
ア
タ
ム
技
研

の
マ
ッ
ト
レ
ス
洗
浄
・
脱
水
機
、

ベ
ッ
ド
フ
レ
ー
ム
や
マ
ッ
ト
レ
ス

な
ど
に
対
応
す
る
高
速
乾
燥
機
、

車
い
す
や
ベ
ッ
ド
パ
ー
ツ
を
洗
え

る
小
型
洗
浄
・
乾
燥
機
、
車
い
す

車
輪
洗
浄
機
を
導
入
し
た
。

　

同
社
で
は
、
韓
国
で
は
ま
だ
珍

し
い
日
本
メ
ー
カ
ー
の
ベ
ッ
ド
を

取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
の
も
大

き
な
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

韓
国
メ
ー
カ
ー
の
ベ
ッ
ド
は
、

フ
レ
ー
ム
を
分
解
で
き
な
い
機
種

が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
は
手
に
よ
る

清
拭
で
対
応
し
て
お
り
、
洗
浄
機

輪
洗
浄
機
を
活
用
す
る
。

　
「
洗
浄
機
は
ベ
ッ
ド
フ
レ
ー
ム

の
入
り
組
ん
だ
部
分
ま
で
行
き
届

い
て
、
洗
い
残
し
が
な
く
、
ほ
と

ん
ど
ヤ
ニ
汚
れ
も
落
と
せ
て
い

る
。
洗
浄
後
の
水
切
れ
も
よ
く
、

乾
燥
も
早
く
な
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ

の
技
術
や
経
験
に
関
わ
ら
ず
、
洗

浄
品
質
が
標
準
化
で
き
て
い
る
」

で
検
討
を
重
ね
、
介
護
施
設
向
け

に
価
格
を
抑
え
た
、
車
い
す
自
動

洗
浄
乾
燥
機
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー

ラ
イ
ト
Ⅱ
」を
３
月
に
導
入
し
た
。

　

現
在
は
、
施
設
内
５
つ
の
フ
ロ

ア
が
曜
日
ご
と
に
、
車
い
す
を
使

わ
な
い
夜
間
帯
を
中
心
に
、
順
番

で
機
械
を
使
い
洗
っ
て
い
る
。

　
「
洗
浄
か
ら
乾
燥
ま
で
50
分
ほ

ど
。
電
源
を
入
れ
て
ス
イ
ッ
チ

器
の
活
用
は
ま
だ
少
な
い
と
い

う
。

　

イ
ム
専
務
は
昨
秋
に
来
日
し
、

そ
の
際
ア
タ
ム
技
研
の
実
機
を
見

て
、操
作
性
や
洗
浄
能
力
、ス
ピ
ー

ド
な
ど
が
導
入
の
決
め
手
と
な
っ

と
経
営
企
画
室
室
長
の
由
利
真

士
氏
は
話
す
。

　
「
パ
ス
ス
ル
ー
型
の
洗
浄
機

は
、
用
具
を
載
せ
た
カ
ゴ
台
車

を
そ
の
ま
ま
出
し
入
れ
で
き

る
。
台
車
に
載
せ
れ
ば
ど
の
よ

う
な
用
具
で
も
対
応
可
能
な
の

で
、
あ
ら
ゆ
る
品
目
が
機
械
で

洗
え
て
、
効
率
が
大
幅
に
上

が
っ
た
」
と
評
価
す
る
。

　

機
械
で
洗
浄
工
程
の
時
間
を

短
縮
で
き
た
分
、
ス
タ
ッ
フ
は

仕
上
が
り
確
認
な
ど
に
し
っ
か

り
時
間
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
洗
浄
後
の
用

具
を
自
動
梱
包
す
る
設
備
を
導
入

す
る
な
ど
、
各
工
程
の
省
力
化
を

進
め
、
人
材
確
保
が
困
難
な
中
で

も
、
質
を
下
げ
ず
に
業
務
継
続
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

同
社
は
、
環
境
負
荷
軽
減
や
安

全
な
用
具
の
提
供
に
、
さ
ら
に
注

力
し
て
い
く
。

を
押
す
だ
け
な

の
で
、
介
護
職

員
に
も
負
担
が

ほ
ぼ
な
い
。
車

い
す
の
シ
ー
ト

に
付
い
た
食
べ

こ
ぼ
し
や
、
車

輪
の
ス
ポ
ー
ク

に
溜
ま
っ
た
ホ

コ
リ
な
ど
も
す
っ
き
り
と
落
と
せ

て
、
職
員
か
ら
も
好
評
だ
」
と
宮

澤
施
設
長
は
話
す
。

　

車
い
す
だ
け
で
な
く
、
ベ
ッ
ド

の
サ
イ
ド
レ
ー
ル
な
ど
、
機
械
に

入
れ
ば
他
の
様
々
な
福
祉
用
具
も

洗
え
る
の
で
、
さ
ら
に
幅
広
く
環

境
改
善
に
活
用
し
て
い
く
方
針

だ
。

た
。

　
「
人
の
手
に
よ

る
対
応
で
は
、
洗

浄
品
質
に
限
界
が

あ
る
。
韓
国
で
も

人
材
不
足
は
深
刻

で
、
機
械
に
よ
る

業
務
環
境
の
改
善

な
し
で
は
、
安
定

し
て
事
業
を
続
け

に
く
い
」
と
イ
ム

専
務
。

　

同
社
は
今
後
、

国
内
の
主
要
都
市

で
、
直
営
の
福
祉

用
具
サ
ー
ビ
ス
拠
点
を
あ
と
５
カ

所
開
設
し
て
い
く
予
定
。

　
「
質
の
高
い
レ
ン
タ
ル
商
品
の

提
供
を
通
じ
て
、
他
社
と
の
差
別

化
を
図
り
た
い
」
と
イ
ム
専
務
は

話
し
た
。


